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第3３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

雇用管理場面における職場適応を

促進するための相談技法

～自社社員への活用に向けて～

森田 愛 （障害者職業総合センター職業センター 上席障害者職業カウンセラー）
小松 人美（障害者職業総合センター職業センター 障害者職業カウンセラー） 



○技法開発のためのプログラムを実施

 ジョブデザイン・サポート
 プログラム （JDSP)

気分障害等による休職者に対して職場への
再適応を支援する職場復帰支援プログラム    

障害者職業総合センター職業センターとは

地域障害者職業センター
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地域の職リハ
関係機関

・
スタッフ

発達障害、精神障害、高次脳機能障
害の方々や事業主等に対し
より良い支援を提供するために、
職業リハビリテーション技法の開発、
改良、普及を行っている

2



3

第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

１ー① 開発の背景

令和５年４月～

障害者が企業の成長、発展にとってなくては

ならない人材として活躍し続けることができる

環境づくりを一層進めることが求められている

●障害者雇用促進法の改正（令和４年度）

・適当な雇用の場の提供

・適正な雇用管理等

・職業能力の開発及び向上に関する措置
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１ー② 開発の目的

今回の報告では…
・現状と課題

 ・相談技法の開発状況

令和７年度の取組

障害のある自社社員が能力をより有効に発
揮できる環境を事業主が作れるよう、
雇用管理場面において活用するための支援
技法等の開発に取り組んでいる
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２ 現状と課題

Q．事業主から職場適応を促進するための面接・相談
の仕方について、相談を受けたことがある？

ある ない

• 障害者支援の専門家ではないという気持ち
から、支援ツールの活用において不安を感
じ、躊躇している。

• 指導的、一方的に質問してしまいがちで、社
員の話をうまく引き出せていないという思い
がある。

• 立場上の上下関係によって指導的な関わりになりやす
いところや、障害のある社員が「指導されている」という
受け止めをする可能性もあるため、助言すべき内容で
あっても躊躇してしまう。

• 困っていること等を話してもらえるような相談の仕方を
教えて欲しい。

N=52

87.5％
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２ー② 面接・相談における課題のカテゴリー化

カテゴリー 課題

①関係づくり • 本人からの話の引き出し方

②課題の把握・共有範囲 • 体調の不安定さがある社員への助
言方法

• 不調の背景の確認方法
• どこまで相談対応してもよいのか

③目標設定 • 適切な目標設定の方法

④フィードバック • 批判にならない、一方的にならない
注意等の伝え方

• 伝えるべきことを伝えなくてはならな
い際に配慮すべきこと
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３－① 開発のポイント

課題の多くは…
障害のある社員との距離感の取り方、
率直な意見交換ができていないなど

「コミュニケーション形成」に関するもの

雇用管理担当者と障害のある社員との相互理解の
ための手段として、両者が対等な立場で「ともに学
ぶ」形式の相談支援ツール（視聴覚教材）を開発

◎「対話」による双方向のコミュニケーションを図り、
 相互理解の促進を目指す！
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３ー② 視聴覚教材の構成と内容

• 「相談支援ツール集」をもとに
資料を改良
→音声・字幕付き動画を作成

• 誰もが心当たりがあり共通の
話題としやすい、かつ相互理
解に有効と思われるものを
ピックアップ
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テーマ 内容 視聴時間

睡眠 • 睡眠とは
• 質のよい睡眠につながる過ごし方
• 睡眠に悪影響を及ぼすもの

約15分

食事 • 食事についての知識の振返り
• 栄養バランスのよい食事
• 家計とのバランス
• ライフスタイルとのバランス

約10分

運動 • 運動習慣の振返り
• 運動の主な効果
• 運動の取り入れ方

約10分

習慣化 • 習慣化とは
• 行動目標を決めるコツ
• 行動目標を続けるための工夫

約15分

怒りの仕組みと
付き合い方

• 怒りが生じるしくみ
• 怒りを抱えるデメリット
• アンガーログの紹介
• 怒りへの対処

約15分



視聴覚教材の内容①「睡眠」
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視聴覚教材の内容②「食事」
第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会
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視聴覚教材の内容③「運動」
第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会
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視聴覚教材の内容④「習慣化」
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視聴覚教材の内容⑤「怒りのしくみと付き合い方」
第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会
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４ 視聴覚教材の活用方法
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⚫ 障害のある社員と雇用管理担当者が一緒に視聴して対話する
⚫ 個々人で視聴し、視聴した者同士で意見交換をする
⚫ 社員研修など複数名で同時に一斉視聴し、意見交換をする など

活用方法
はさまざま

対話する
⇒共通の話題で話をすることで

 相互理解が進む

一緒に教材を視聴する
⇒「ともに学ぶ」ことで対等な関係になる
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（参考）試行実施アンケートより
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面談者と同じ情報を見ているため、
話しがしやすかったです。

「本人」の課題に焦点化されないため、
相手との距離感を適切に保ちながら
面談ができました。

同じ資料を共有することで、認識の共
有のしやすさを感じました。
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５ 今後の方向性

• 相談支援ツール集の活用例を収集

• 相談におけるポイントを整理

R８.３  

実践報告書  

発行予定  

雇用管理場面における職場適応
を促進するための

・相談支援ツールを活用した

相談の実施方法

・適用上の注意事項

・活用事例

…等を取りまとめる予定
視聴覚教材は添付のDVDに収録予定です！ 17
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